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企 業 名   提案者（塾生） 

魚津印刷㈱   森内 将史 

魚津水族館   伊串 祐紀 

㈱魚津清掃公社  蔦 浩一 

オーアイ工業㈱  有賀 淳一 

海風亭   美浪 呂哉 

㈱関口組   関口 雄介 

にいかわ信用金庫 島津 敬治 

新川森林組合  佐竹 謙二 

㈱ハマオカ海の幸  朝野 愛子 

本田会計事務所  荒地 浩志 
第１期 























 企 業 名   提案者（塾生） 

㈱アクセスネット情報技研 板倉 健太朗 

㈱石﨑蒲鉾          石﨑 一成 

㈲石﨑製作所          石﨑 津世志 

魚津交通㈱          谷川 悠 

㈱かづみ野          経﨑 勝 

㈲仁右衛門家           清河 哲士 

西田哲也りんご園            西田 哲也 

本田会計事務所         柿沢 泰人 

第２期 















しかし、問題が・・・ 

燃料、燻製チップ、木工品     

温暖な気候 
富山県はりんごの平地栽培の国内最南端といわれていま
す。その温暖な気候は、他の産地より約1か月長くりんごが

樹上で熟すことを可能にしています。またそのことは太陽の
恵みをたくさん受けることを可能にし、より糖度の高いりんご
ができる一因となっています。 

魚津の水環境 
魚津市は標高2000ｍを超える山系と深度1000ｍの富山湾に

囲まれた、世界でも稀な環境を有しています。その環境は自
治体内で水循環を完結させ、豊富な水を提供してくれます。
その豊富な清流はりんごを大きく育ててくれます。 

100年培われた栽培技術 
加積りんごは100年を超える歴史を持ちます。私たちの先輩

は、その間試行錯誤を重ね、加積の環境に適した栽培技術を
確立してきました。加積りんごのおいしさは、恵まれた環境と
環境に適した技術の上に成り立っています。 

おいしさの秘密 

加積りんごの歴史は100年を超え、国内でも古い
産地です。現在組合は約50軒で構成されています。
収量は毎年約８００ｔで全国の0.1％（富山県の約
50％）に当たります。そのほとんどは庭先で販売さ

れ、ほとんど市場に出回らないことから「幻のりん
ご」と呼ぶ人もいます。加積りんごはリンゴ産地と 
                 しては全国で2例目の 
                 地域団体商標（地域ブ 
                 ランド）に認定されてお 
                 り、広く知られるような 
                 なりました。また、組合 
                 員全員がエコファー 
                 マー認定を受けており、 
                 安心・安全なりんごづく 
                 りに取り組んでいます。 

加積りんごとは りんごの力 

ヨーロッパでは 
「りんごが赤くなると医者が青くなる」 

という諺があるほど、古くからりんごの効能が知ら
れていました。ここでは現代科学で解明されたりん
ごのちからを紹介します。 

リンゴポリフェノール 
リンゴポリフェノールは筋力を増し、内臓脂肪を減らす働きが
あることが、アサヒビールと日本体育大学大学院の中島寛之
教授らの共同研究で明らかになっています。 

アップルペクチン 
アップルペクチンは富山大学医学部の研究により、①高い静
菌作用、②善玉菌を増やし悪玉菌を排泄する作用、③腸内
の活性酸素を消去する作用、④大腸がんの肝転移を防ぐ作
用、などが確認されています。 

その他ビタミンＣの吸収を助ける作用やセシウムの排出効果
などが確認されています。 

弊園のご紹介 

西田りんご園は1933年に、祖父 西田喜一が吉島で
りんご栽培を開始し、今年で80周年を迎えました。 
現在は、父・母・妻と私の4人でリンゴ生産、販売を
行っています。生産品種は、ふじ・つがる・さんさ・ 

秋映・紅玉・陽光・シナノスィート・シナノゴールド・ぐ
んま名月・あいかの香・こうたろうです。 

りんごを作っていて、お客様に「おいしい」と言ってい
ただけるのが最大の励みになります。一人でも多い
お客様に「おいしい」と笑顔になっていただけるよう頑
張ります。 

負のスパイラルを解消するためには 

加積りんごをもっと魅力ある産業にしなければいけない 

消費者の高齢化 

負のｽﾊﾟｲﾗﾙ 

売上の減少 

後継者不足 

生産者の高齢化 

生産量の減少 

ブランドの魅力低下 

自信を持って売れるりんごを増やす 
技術の向上 
環境保全 
栽培面積の拡大 
 

今まで廃棄していた 
（もったいない）ものに 

価値を与える 

ジュース・ジャム 

ポリフェノール 
アップルペクチン関連商品 

未熟果 

傷・落下 

幼果 
剪定枝 

おかげさまで操業80年 

西田りんご園 
西田哲也 

未熟果 傷・落下 

効果 

売上貢献 

ブランド力ＵＰ 

客数ＵＰ 

長期目標 

今のご時世、ＵＰは難しい ＵＰのために 

絞りかす 

恵み 

+ 水循環保全 

水循環保全 

ＣＯ２削減 経営安定化 

☑ ☑ ☑ 

☑ ☑ ☑ 





 企 業 名   提案者（塾生） 

魚津水族館         不破 光大 

魚津漁業協同組合     濱夛 一徳 

魚津市農業協同組合   高縁 大 

新川森林組合      原 敬志 

㈲フラワーセンター舘  舘 哲也 

㈲大野商店         大野 慎太郎 

はせがわ珠算教室     長谷川 妙子 

川原・吉島保育園           坂本 真也 

アシステム税理士法人   深川 誠一郎 

㈲コンポスト         島澤 達也 
第３期 



水と魚の遊び場 

魚津の水循環といえば・・・魚津水族館！ 

○水族館：富山の自然・生物を中心に展開 ⇒ 展示・教育普及だけでは伝わらない  

                           水族館活動に参加してほしい 

○市 民：富山の自然に興味・関心はある ⇒ ネイティブ：自然が当たり前すぎて価値に気付かない 

                      ビ ジ タ ー ：体験する場（きっかけ）が少ない 

魚津の水循環と魚津水族館 
高い山から深い海、「富山の高低差4000ｍ」の縮図といえる魚津市は、 
水循環全体を見渡せる世界でも稀な地域です。 
 

魚津水族館は富山の魚を見せて１世紀の歴史があります。見るだけでなく
「水族館を使ってほしい」と思い、サポーター制度の導入を考えました。 

魚津水族館  
学芸員 不破光大  

お母さんダイバー 地域の○○博士 

豊かな自然 ＆ 趣味や夢が材料！ 

水族館を「自然と遊び、学び、伝える」場に！ 

市民の力を発揮できる場として 

 

魚津水族館流サポーター 

イベントの提案 先生も学べ 

課題 

例 

サポーター 

サポーター導入後の将来像 

保全：野外調査 ⇒ 情報集積 ⇒ 環境教育 ⇒ 郷土愛 

交流：交流の拠点 ⇒ 人が集う場 ⇒ 賑わう 

観光：案内人増加 ⇒ リピーター増加 ⇒ 館活性化 

経済：情報発信（遊ぶ・買う・見る）＋ 企業サポーター 

文化：魚食文化体験 捕る ⇒ さばく ⇒ 食べる 

2400ｍ 
北アルプス 

富山湾 1250ｍ 

蒸発 

雨・雪 

目指すは市民参加型水族館！ 

水族館サポーター結成！ ⇒ サポーターになって魚津水族館をフル活用しよう！ 

・開かれた水族館として、魚津水族館や職員を活用したい人の参加 

・自主的に活動する大人の遊び場＆交流の場 

・理想的な水族館を実現する場（サポーターは来館者と水族館のかすがいに） 

魚津水族館 

 調 査 

見る水族館から市民がつくる水族館へ 

保 全 

案 内 

観 光 

魚 食 

文 化 

場 

交 流 

情 報 

経 済 

地域活性化の拠点！ 

 水族館サポーターになろう！ 

・ボランティアではなく、自発的な支持者・サポーター 

市民が求める水族館とは？ 





水循環保全型農業と認証制度 
～水を守り、生命を守り、地域を守る農協～ 

 

 

魚津市農業協同組合 
高縁 大 

   魚津の農業の現状と課題 
・稲作中心の農業 

  主力品種「コシヒカリ」の品質の不安定化 

  産地評価の低下(食味で「特Ａ」が取れない) 

  限られた水資源の有効利用の問題 
   (耕作放棄地の発生による貯水機能の低下) 

   (水管理の重要性の拡大) 

・果樹・野菜は産地としては小規模で販路が限定 

・担い手不足・後継者問題 

・平成30年度の農政改革対応→喫緊の課題 

 (米の生産調整見直しによる産地間競争激化の危険性) 

世界の縮図・・・魚津の水循環 
富山湾には赤道直結の対馬海流が流れて 

います。水は蒸発、雨や雪となって山に 

降ります。毛勝三山山頂部の標高2,415m 

を緯度に換算すると北極圏に相当します。 

いわば赤道から北極までが僅か25kmに 

凝縮された環境が魚津なのです。 

世界の縮図というべき環境の貴重な水が 

森林を経、里山・平地から富山湾へと循環しています。 

里山や平地でこの循環の恵みを利用し、育まれているのが
農業です。農業は最大の利用者であると同時に、水田によ
る貯水や景観の形成によって、水循環の一役を担っていま
す。 
 

 

その対策として 

他産地にない特色をもった有利販売⇒認証制度の創設 
     魚津の水循環        「地理的表示法」の成立等、社会からも地域ブランド化が求められている 

魚津の水循環の保全・有効活用につながる栽培方法を認証 

し、農産物にマークをつけて有利販売 

(認証案) 

・「魚津の水循環」をテーマに作られた肥料を規定量以上散布 

  して作られた農産物 

・国の「環境保全型農業直接支払」において、水環境の保全・ 
  向上につながるとされた農業手法で作られた農産物 

  (C/N比10以上の堆肥散布・冬季湛水) 

・その他各集落条件において有効とされる手法 
先人たちの知恵・円筒分水槽 

実践に向けて 

農協内部での 

学習会・検討会の 

実施(26年10月以降) 

①有利販売による販路の  

  確保・手取単価の上昇 

②農家所得の上昇で 

  後継者を育成 

③平成30年度の農政改革 

    後も生き残る「産地」に 

副次的に「魚津の農業」の価値がさらに向上し、農産物の価値も向上
するよい循環が生まれる。                          
消費者も確実に魚津の特色をもった農産物が入手できる。 

外部有識者を含めた 

認証機関の設置 
(27年10月頃) 

認証制度の運用(案) 
①農家・生産団体から営農計画書の提出→内容を精査 

②認証要件をクリアすると判断された場合、認証 

③販売開始後も、栽培履歴およびGAPを利用し内容確認 

④確認後に不備があった場合は認証取り消し 

 (ブランドの価値を維持・向上させるため) 

⑤1回の認証期間を3年とし、更新時も審査を実施 

(遅くとも 

29年4月には) 

本格運用 

農家への啓蒙活動 

農家の実践活動 

目
指
す
方
向 

園芸生産の後継者
島澤耕平氏 

地域農業を守るJAの青壮年部活動 



森林整備による土砂災害の防止 

新川森林組合  原 敬志 山林所有者マッチング事業 

 魚津市は海から山頂まで直線で約25ｋｍの間に標高約2400ｍまで一気に駆け

上がるとても急峻な地形になっていて、通常世界単位で行われている水の循環
サイクルが一つの市で完結できるのはとても珍しい。 

 この中で暮らしている我々魚津市民は、特に水に関してとても多くの恩恵を受
けている。川や地下水からは生活・農業・工業用水の資源として、さらに深く潜っ
た地下水は20年の時をかけて栄養の豊富な海底湧水として海洋生態系の繁栄
の基礎となっています。 

 近年環境問題への関心が高まっている中で、水の循環を考える際切っても切り離
せないのが私たち森林組合が携わっている森林環境の保全ではないかと思います。 

 森林が整備されないまま放置されていると、育った木の枝が邪魔をして地面に光が
届かなくなり、下草が生えず、地面がむき出しになり、水を蓄える力が失われ、雨が

降ったとき土砂災害の原因にもなります。 

森林は魚津の水循環における血管の一部であり、 
この事業を通じて人の循環を創り、森林環境を復活・保全します。 

 間伐の重要性 

この部分を無縁地化する
前にマッチングで解消し森
林整備の推進・環境保全

につなげる 

マッチングの流れ 

 この水資源は魚津市民の生活にとっ
てとても重要な要素となっていて、山・
川・地下水・海底湧水、このどれか一つ
でも欠けてしまうと我々の生活に多大な
影響が出てしまいます。 

 森林組合が山を整備する際、山林所有者からの承諾をもらわないと整備することが
できません。 

 ここ数年、所有者の不明化により承諾をもらえず、森林整備ができない山林が増え
てきています。 

 所有者不明化の原因として、近年の山村地域の過疎化により、家が絶えてしまった
り、後継者が決まらないまま何代も相続登記がなされず不明になることがあります。 

 このような状況が続くと森林の整備が滞ってしまい、健全な山が維持できなくなって
しまう恐れがあります。 
 

 森林整備の課題 

課題解決に向けて 

地域課題 

山林所有者と所有希望者を当
組合を通じてマッチングし、所有
権を移すことによって、森林整
備が進み魚津の水循環を守ら

れる。 
山林の無縁地化による 

森林整備不可能地の増加防止 

企業課題 

現所有者 

希望者 

森林組合 

応募 

・現地にて状況・境界の確認 
・山林価格の確認 
・今後の森林整備計画の確認 

・境界の確定（境界明確化事業） 
・山林価格の算定 
・移転完了までの森林整備計画 

提案 

応募 提案 

新所有者 

森林組合 

・循環資源利用の契約 
・森林整備計画の契約 
・所有者移転の登記 
  （組合にて司法書士に委託） 

 魚津の水循環は世界の水循環 



魚津で育った「TACHIブランド雪割草」 
の認知度の向上と販売拡大 

有限会社 フラワーセンター舘(舘さつき苑） 舘 哲也  魚津市持光寺936-1 ℡0765-22-5871 

魚津の水循環・・・標高・海底の高低差4000メートル。世界的にも類を見ない環境に抱かれた贅沢な生活環境。           
→ 誰 も が う ら や む 魚 津 の 街 で 、 そ の 商 品 を つ く り た い 。 

 
 
・雪解けとともに咲く、多彩な色・形をもった里山の山野草。新潟、富山、石川に多く分布。 
・かわいらしく、可憐であることから「春の妖精」とも呼ばれている。 
・山野草の中では、栽培しやすく、現在、最も人気のある商品の一つ。 
・15年前までは、自生地の雪割草の販売が主体。このため、乱獲や盗掘により、自生地
は激減している。魚津市にも希少な自生地が残るのみ。 
・現在は、種から育てた園芸種が流通の大半を占める。種をまいてから開花まで３年以上
かかる。 
◎花屋にお客さんの来店が一番少ない2月から3月に開花する植物のため、「雪割草」自
体の認知度はまだまだ低い。 
 
 
 

「雪割草」とは・・・ 

現状と問題点は？ 
 
・魚津の自生地に近い里山で伏流水、海・
山からの涼しい風など「魚津の水循環の中
で育った健全な商品」。 
・他社が持たない親花の交配により、当社
のオリジナル性が出しやすい。 
・種から育てた商品には、同じものが無く、
すべてがオンリーワン商品。 
・希少価値のあるマニア向けの花から、一
般消費者向けの花が作り出せる。 
・花を観賞するだけではなく、お客さん自ら
が、交配して、新しい花を創り出すという楽
しみ方も最近増加。→親花の販売が増加。 
 
 

・一時的なブームは、落ち着き、マニアの購
買量は低下している。 
・商品単価は低下傾向にある。 
・一般の購買層に｢雪割草｣自体の認知度が
低い。まだ未知数の購買者が眠っている可
能性がある。 
・販売スタイル（ビニールポット）に特徴や工
夫がなく、販売拡大に結び付いていない。 

当社「雪割草」の強みは？ 

「TACHIブランド雪割草」を使った環境配慮型の商品開発 
 
・魚津の間伐材の端材を利用した 
「魚津の森の守り鉢」(新川森林組
合と共同制作)に入れて販売。 
・当社交配の園芸種のオリジナル雪割草の
みに使用 

・木の持つ温もり・おしゃれさを感じてもらい、
新たな客層にアピールし、園芸品種の販売
拡大 

 

新商品 
 

「魚津の
妖精」 
 
(11月末～発売
予定) 

 

見込める成果：①商品のブランド化を確立、後継者を確保し技術を
伝承、②魚津の環境のPRと配慮、③当社の売上げの増加 

・現在でも、自生地から心無い採取や盗掘が
ある。 

・里山に人の手が入らなくなり、植生が変化
し、雪割草が消滅するかもしれない。 

「里山を守る」→「魚津の水循環」を守る。 

・盗掘や里山の手入れの遅れからの自生地
の保全 

・売り上げの一部は、里山の整備のために利
用。 











｢道の駅｣誘致を提唱する 高低差 4,000m Story 
魚津三太郎塾 三期生   島澤 達也 

 
 間近に迫った新幹線開業や高規格道路の開通を迎え、市内の観光関連事業の充実
が必要。今後増加する交流人口へ、 

食・人・環境をPRし魅力ある新川の情報を発信する 
｢道の駅｣ 誘致を計画します。 

 魚津市は900室以上の宿泊施設を備え、駅前の夜型飲食店も充実。拠点型観光や
団体から個、ドライブスタイルなどの観光スタイルの変化に対応し,休憩スペース
や又地域の情報発信施設としての｢道の駅｣の機能が今後のニーズに応えるでしょう。  
 当社はこれまで、商業施設の設計施工を手がけ、様々な施設の運営についてレイ
アウトやデザイン、施設の使い勝手などの面でご提案させていただきました。また
近年、飲食店及び菓子販売業を営み、商品の特性や顧客満足度の充実等といった施
設の実質的な運営面に関しても実績を積み上げて来ました。 

 魚津三太郎塾で学んだ、CSV（企業価値と社会的価値の共存）そして 

高低差4，000mがもたらす水循環 が生み出す価値（環境・素材・文

化）を｢道の駅｣開業に向けて考えていきます。 
 

全国で1,004駅全体で3500億円の売上（2,013年） 
道の駅には  

①道路利用者の休憩スペース  
②地域の情報発信施設  
③地域連携 
といった役割があります。道路管理者によって設置さ
れ運営面においても国道への誘導サイン整備や、
ネット等による情報発信といったサポートが受けられ
ます。しかし施設の性格から観光のみにスポットを与
え、継続が難しい場合もあります。今後は地域に必要
とされる施設を目指し地域の価値をPRして 
     いく事が重要です。 
 
 
 
 

運営に大切なソフトの充実を図り、提唱の実現性を高め誘致を
進める実質的な主体となる、ローカルビジネスプラットフォーム
を作ります。 
 ここで様々なワークショップを重ね、今後求められる｢道の駅｣
を学びます。道の駅のあるべき姿を学び、提唱し、誘致に主体
的に取り組みます。誘致後は、その運営に携わり、 
地域からの情報発信に努めます。 
 しかし農産物、海産物の直売所だけでは、観光関連ビジネス
になりにくく、観光施設としての利用は、観光地としての集客が
貧弱で通年の営業が難しい事が予想されます。地域の住民に
愛され道路利用者にも利用しやすく観光関連ビジネスに結びつ
く施設を目指していかなければいけないでしょう。 

地域の課題と今後へ向けて ｢道の駅｣   とは 

ローカルビジネスプラットフォームから運営主体へ 

地域 
経済の 
活性化 

地域 
雇用の 
創出 

地域 
情報の 
発信 

ローカルビジネス 

プラットフォームの作成 

ワークショップによる 

｢道の駅｣のあり方を研修 

行政を通して道路管理者
へ提言 ｢道の駅｣の誘致 

｢道の駅｣を運営管理する 

法人の立ち上げ 

｢道の駅｣ 設置・運営 

Tim
e Sch

e
d

u
le

 

1
             2

            3
            4

            5
      ye
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道の駅 

再生エネル
ギーを用い
た施設作り 

生産者との
連携 

地産地消 

サスティナブル 
ツーリズム 

構想 

•行政 地域振興策の作成 

•道路管理者 休憩スペースの整備計画 

計画 

•整備計画の協定 

•道の駅の整備計画策定 

整備 

•各施設の整備 

•指定管理者の設置 

登録 

•道の駅としての登録 

•開業 

道の駅設置手順 

提唱から構想そして運営主体となる事が大切!! 



 企 業 名   提案者（塾生） 

日本海電業㈱   若林 健嗣 

㈲大村造園    大村 充 

（一財）魚津市施設管理公社  山本 大年 

㈲源七    松原 祥子 

ひえばた園    稗苗 良太 

宮本みそ店    宮本 晃裕 

㈲ミールサービス   芦﨑 里香 
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その１・ちょっとオシャレで新しい‘ＯＭＯＣＨＩ ＳＷＥＥＴＳ‘ 
その２・季節の産物で‘ＯＹＡＳＡＩ ＭＯＣＨＩ‘ 
その３・ケータリングＣＡＲで伝えながら対面販売 

広めて…特別価値の伝わる商品を統一ブランド  Ｃｌｅａｒ  に 

Ｃｌｅａｒ＝水がクリア、基準をクリア、次世代の将来をクリアに 
水は１００％魚津の水を使うこと。原料の６０％以上を魚津の産物とすることが条件で源七にて認定後シール贈呈。 
地域全体で盛り上げ、美味しいものいっぱいの街といったイメージを発信 

豊富で上質な水の恵みを受け、一年を通してさまざまな産物が生まれる環境がある。 
ALL魚津産商品の産物を取り込んだ開発・販売ができる。 

お餅文化を
伝承したい 

原料にこだわり・・・ 
 餅米は富山県産の１等米を１００％使用し 
 ています。 
文化にこだわり・・・ 
 郷土料理の（芋かいもち）や、餅文化の伝統 
 を守り、さらに改良しながら提供しています。 

２４００M級の山と水深１０００Mの海で合わせて高低差
３４００Mの特異な地形。降雪が多く、常に水が豊富。 
森からの栄養を豊富に含んだ水は、急流な川で新鮮な
まま海へ流れていて、その恩恵を受ける多数の海産物、
農産物、生命が育つ。そしてこの水は世界でもトップク
ラスの名水であるにもかかわらず、知名度が低い。 

季節の野菜・もち米 
（ＪＡうおづ協力） 

「OMOCHI  ＳＷＥＥＴＳ」を創る
にあたり品質検査に持ち込まれ
た１等品質の新大正米を三軒か
ら仕入れ、１番相性の良かった
米を厳選し造りました。 

源七のこだわり 魚津の水循環って？ 
（有）源七 松原祥子 

原料 商品 

素材への   
興味 

生産現場体感 
エコツーリズム 

   こどもの頃に食べたおいしいはずっと心に残る味 
    食を通じて人と人の輪がつながり魚津の自然・・・世界の自然を守る・・・ 

輪で守る水循環 ～ うおづって“ちょうどいい”ないけ ～ 

強みは 

課題は 
魚津産のもち米生産量、消費量が年々減っている。 
お菓子ニーズの変化  お餅文化が伝承される？ 

１番おいしい
お水の街 

自然の
恵み 

トクベツの
美味しさ 

新商品（ビジネス）で 
伝統と自然の貴重さを次世代に伝える 

認
定 

源七 

ＯＭＯＣＨＩ  

ＳＷＥＥＴＳ 

生産者 
（米、野菜） 

消費者 
（食の安全） 









 企 業 名     提案者（塾生） 

北日本新聞新川支社  堀井政彦 

魚津商工会議所   寺口智之 

（有）尾崎商会   尾崎勇人 

㈱昌栄堂    松田賢悟 

（有）源七    窪田祐司 

江島建築工房   江島亮 

荒木印房    荒木剣 

ホリデザイン制作室  阿部ともみ 

アシステム税理士法人  片山さゆり 

（学）荒井学園新川高等学校 濱元克吉 
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